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 所謂 滑膜被覆細胞の本態乃至由来に関 しては, 線維芽細胞説, 嬢膜中皮説その他多ぐの異論が
 あ り現在迄 の所 一致 した結論に達 して いな い。 一方闘節海内に遊離状 に存在す る単核細胞 の本態
 に劇 して も幾多の報告があ姿なが ら結論的見解をうる迄には至っていない。 これ ら問題の解明に
 試み られるべき新 しい方向と して, 可つは電子顕微鏡による超微形態学的検索 が, 他は本細胞の
 ヒァルロ ソ酸産生能に関する吟味が注目 ざれる。 そこで著者は成熟家 兎を用 い. 正 常並 びに刺激
 時の滑膜及び関第法内細胞。 又比較と して大網組織を, 一部は酸性多糖類の粗織化学的検索をも
 加えて電顕的に観察 し. 滑膜被覆細胞の本態 を究明する と共に, 滑膜に むけ る組織球反応様式の
 実 体把 握 を企図 した。
            輿雛材料及び輿験:方法
 実験材料 :成熟白色雑種家兎の膝関節及び大網。 実験方法:A) 無処置腓 の滑膜及び大網 の
 電顕並びに両者に於ける 凝性多糖類 の検出 (Rinehar邑法 に よる ), B) 催炎時 の滑膜及ぴ
 関節液内細胞 の電顕。 この際の催 炎は局方チ フス ワクチン 0. 5㏄関節腔内注入による。 観察は滑
 膜 (疎性結斜或及び脂肪織性のもの)については 1、 5, 5, 7. 14日目, 関節液は 1, 5日
 目。採取試料は 招6 オスミユウム酸液で4じ, 2時間固定, アセトンによる脱水後. LUft 法
 による エポン合成樹脂剤で包埋、 POrter-B1α麗 MT- 2のミクロ トーム で趨薄切, これに
 灘蓑 ウラニール液及びReynoユa 法 で鉛の2重電子染色を行なった。そ の他必要に応じてメセ
 ナミ ン銀法 をも施 した。 これら試料 の観察は 日立 製作所 HU-10型 電子顕微鏡 によ つ た。
実験成績
 A 1) 無処置時の滑膜 組織 :滑膜表層は原則 と して1～ 2層 の所謂滑膜被覆細胞によつ て非連
 続性に覆 われている。 か玉る滑膜被覆細胞は電顕的に. 粗面型の小胞体をもつものと, 滑面型の
 ものとに区別される。 粗面型の基本的構造は, 細長 い胞体内 に不規則 に拡大 し低電子密度 の基質
 を もつ粗面小胞体からな 凱 線維細胞 の超微構造にか左 う近い。 これに対 し滑面型は専ら旗細空
 胞状の滑面小胞体をもち, 組織球の形態にかな り近い。 しか し両型とも拡張 した小胞体を有する
 事が共通 した特徴とみなされ. この点滑膜下組織内細胞とは多少趣 を異 に して いる・ この滑膜被
 覆細胞直下には基底膜は存在せず, 細胞間及び胞体周囲に無幡造.細 胞聞 物質 が証 明され
 ,る。 湊摸表層直下には小型組織球が2～5個。 稀 に数個集簇 し, 一見大網乳 斑類似の形態構築
 を示 している。 組織球の発生母地とみなされるべきものであろう。この他, 滑膜下には, 他部 の粗鬆
 綜合裁 と同様 謎1:妻維細胞及び組織球が散見される。 2) 無処置時の大嗣 :大網漿膜表層にある 一
 層の中皮は, 基底旗 を欠 く点滑膜と同様である。 然 し接着板 によって 連続性に被覆 している事,
覗卜
ミ
 細胞膜には腹腔に向って比較的規則正 しぐ突出すろ細長い LiiercviUi がみられる事の 2点
 によって, 滑膜被覆細胞と区別される。 5) 酸性多糖類検出:Ri 1ユehard による検出法 と併
 せて, ヒアル・ニダ ーゼ消化試験を加味 し, これらを雷 顕的に検索 した。 この結果, 滑膜被覆細
 胞 では腔に面 している細胞膜 に一致 して陽性像がみ られろ の に対 し・ 中皮では MiCrOVilli
 に認め られる。 ヒアルロニダーゼ消化では, これら反応生成物は 少なからず消化されるが, な論
 わずかなが ら残存 している。 B) 刺激時 の滑膜及び関節液内遊離細胞:刺激時 の滑膜 組織の炎症
 反応は, ①初期, ②乳斑細胞増殖期, ③修復期の如く 5期に分けると理解 し易 い。 これら炎症反
 応 の主役を演ずるのは. 他の結合織と同様, 滑膜における組織球である。 組絵球の超徴形態は刺
 激状態において多彩な小器官上の変化 を示すが, 一般 に核質は疎大で胞体内礁t大小 の貪食空胞,
 顆粒及ぴ空胞 の滑面 小胞体 の形 成及 び空胞系 ゴルジ 一体の存在する事 が特 隊的 である。 この場合,
 組織球は各小器官構成か ら幼若型, 増殖型, 貪食型に分ける事が出来る。 出現細胞と炎症経過と
 の関連をみると, 初期, 関節液内にみ られる遊離単核細胞は, 洛膜表価に於て異物を貪食 した滑
 面 型及 び変性脱落 した粗面型滑膜細胞に一致する。 滑膜にあって主と して反応する細胞は, 既存
 の滑 面 型滑膜細胞及 び縊殺 球である。 毅斑麟錫,関節 級内の遊肖蟹瑚包の大多秀然乳斑由来の組織球で, 鮒
 離滑膜細胞は ごく少数にすぎな い。 この時期滑膜乳斑 で増 殖反応するも のは, 初 め幼若型組絵球。
 ついで増殖型組織球を王と し・ 貪食型 組織球 も少なか らず 出現する。 この蒔期に形成ざれる 滑膜
 乳斑はその構 成細胞及 び血管 との関係か ら大網 の2次性乳斑に比肩される。 又 この時期 の滑膜被
 覆細胞は, その小器 官構成が線維芽細胞に酷似する。 修復 期、 滑膜に あって修復 を営む細胞には
 2毒類 ある。 即ち 可つは粗裁球であ う, 増殖型を経 て無処置のそれ に類する構造へ と復元するも
 のである。 他は滑膜表面を覆う所謂滑膜被覆細胞 で, 細長い胞体内に線維芽細胞の小器官構成に
 酷似`する構造 を有 して いる。
結 論
 以上 の超 倣形態像か ら, 家兎に於け る所謂浩膜被覆細胞 と漿膜 中皮 とは全 ぐ異る ものと云える。
 滑膜被覆細胞は, 時 に組銭球の形態 に類するが, む しろ纏維細胞乃至線維芽細胞によ り類似を求
 め易い。 しか し他部の粗鬆結合織におけるものとは次の点において異なる。 即 ち①粗面型及び滑
 面型とも, 小胞体 が拡張 した形 を示ナ事, ② ヒアル・ ン酸分泌能 の確認 こそ求 め得なかったが,
 細胞膜 に陽性像がみ られる事. 及び③所言騨膜細胞由来の特殊腫瘍 の存在する事実などである。
 こ の事より滑膜被覆細胞は, 一般の線維細胞乃至線維芽細胞とは多少異 なる, 特殊な分化を示 し
 た間葉 系所属 の紐胞租 と考えられる。
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 審査結果の要旨
 いわゆる滑 膜被覆細胞の本態 ない し由来に関しこれまて多ぐの研究報告をみる が, 独立 した特
 殊た細胞とする説, 線維細胞ない し線維芽細胞説, 漿膜中皮由来説などがλり乱れ, 現在な 齢見
 解の 一致 をみな い。 一方, 関節液内遊離単核細胞の本態に閨 して も, 体腔内遊離単核細胞と並ん
 で, 単球説, 絶織球説, その他多ぐの異論があったが, 今日なお結論的見解をえていない。 また
 家兎にむけるこの種の組織につい ては, 従来光顕的には良ぐ研究されている が, 電顕の知見に乏
 しい。
 本研究は, これら問題点の究明を意図 し, 白色成熟家兎の滑膜および関節液内遊離細胞につい
 て電子顕微鏡的観察を行った ものである。 これ を漿膜中皮と比較 し, さらに本細胞C)ヒアルロン
 酸産生能に関する組織化 学的検索による吟味が加えられている。
 その成績によれば, 正常の滑膜表層は, 基底膜を欠いた細長扁平な滑膜被覆細胞によって非連
 続性に覆われている。 これ ら細胞は, 一般疎性結合織にみる線維細胞あるいは線維芽細胞とほと
 んど同 様の微細構造を示 し7 実際に滑膜の炎症により被覆細胞が変性脱落 した後の修復は, 滑腹
 下結合織内 で増殖 した線維細胞ない し線維芽細胞によって行われる。 然 し線維細胞ない し線維芽
 細胞とは多少機能状態の異なる特殊な分化 を示 した細胞種である と見倣される。 すなわち, ① 小
 庭体が一般に拡張している こと・ ②細胞膜に 一致 して酸性多糖類が検出 されること, ③滑膜細胞
 由来の特 殊腫 煽の存在することな どが特徴とな る。
 一方, 滑膜被覆細胞は, 娘膜中皮とは別種の細胞てあることが確かめられた。 すなわち, ①
 ①tlght junctionないしαeB辺OSOme を欠くこと・ ②規則的な micrGvi1■i を:欠
 くこと, ③中皮ては miCrovi ni に一致 して酸性多糖類の陽性像をみることなどが鑑別の要
 点とな る。
 滑膜にむいて 臨 大網 の一次性な らひ に二次性乳斑にそれぞ れ相当する細 胞集団 が認められ,
 これ らが関節液内食細胞の供 給源 とな る。
 滑膜綿織にむける炎症反応の特徴として, 皮下結合織あるいは大網組織のそれに比 し, ①線維
 芽細胞が小型単核細胞より も早 く, 初期 (24時間) に出現 し, ②早期 (3 日日) より類上皮細
 胞様形態を示 ず。
 以上の成績から, 滑膜被覆細胞の本態に関 し, 線維 (芽) 細胞説が電顕 レベルから裏付け られ
 渠膜 中皮との相違 が明 らかとなつ た。 また滑膜組織に 澄ける炎症反応 の特徴 と食細胞 の起原 に関
 し, 大網組織に むける もの と斧異同が明白となつ た。 本研究は この方面の知見に寄与するところ.
 甚だ大であり, 価値ある ものと認め られる。
 した がつ て本論文は学位 を授与するに値するものと 認め る。
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